











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































く自然植生から採集もします。どちらが本業かわからない状況で 。炭を売ったり、木を売ったり、魚を獲ったりと、彼らは複数の生 で生きている。土壌学を捨てたわけではないが、土だけ見ていてもわ ないことが多いと思 ますよ。石山
　


























































































































































んなに詳しくはわからな で が、大きな流れや、違 は見た感じでは変わらないように思います。最初 なるべく古い木 あればよ かなと思っていました。見たところが村の中と裏山みたいなところだけだったので、すでにも 手を入れられてい 林だっので、そんなに古いものもないのかなという気 しました。　
ただ車で走っていて、景観として木が見えるのですが、そんなに古そうな木もないの


























































































































































































いのかもしれない。でもそのなかで、まわりの人 持ってい いけれど、自分は持っいるとか、そもそも森林を切ってしまうとか、そういう軋轢が生じるかもし ない。こは考えなくてはいけません。三村
　























































































































































































究プロジェクトとなると、課題に沿った話をある程度考えなくてはならない。道すがら、ごちゃごちゃ言いあって、 「こ をしたらおもしろいのではないか」などのアイディアが次つぎに出る楽しみがあっ 。佐野
　
研究プロジェクトのよさは、最初からみんなの進むべきフォ カスが合っていて、
自分の役割が決まっていること。互いの能力を補完できる 、合意形成するなかで各人がなにをすべきかが詰まってゆく。今回は、みんなの研究のおおまかなバックグラウンドは知っていた 、具体的な引き出しはわかっていなかっ 実際にほ 人の調査方法を見ながら、 「こういうことはできるかな」 、 「そういうこともでき ね」と確認しながら進めたの よかった。時間の制約がな のも大きかったね。渡辺
　
プロジェクトは個人の専門性が求められる。それぞれの持ち味をいかんなく発揮
















































































































































佐野雅規古気候学樹木の年輪から環境の変化を読み取る研究に従事す 。主に東南アジアやヒマラヤなどのモンスーン地域を対象とし、人里離れた手つかずの森林から老齢木のサンプルを集めて て、その年輪の厚さや材密度、同位体比を測ることで気温や降水量がどのよう 変化 てきた かを調べてきた。最近は日本の気候の変化を過去数千年間にわたって詳らかにし そ 当時の人々が気候変動に対し どのように応答したのかを歴史・考古学者と協同して解明するため お寺などの古い建物に使われて た木材や、遺跡から出てきた木材を使って研究を進めている。
話し手
―６研：東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上
（代表：石川智士）
　
渡辺一生農学、地理情報学（地域研究）タイ、ラオス、インドネシ およびフィリピンを中心に、地域の社会・経済的変化と生態資源利用の相互関係について文理融合研究を実施している。加えて、地域資源の利用とケアの両立を図るために必要な要件を整理した「エリアケイパビリティー」概念の構築を進めている。―研究基盤国際センター：コミュニケーション部門三村
  豊
建築史・都市史建築・都市史を中心に画像処理や
GIS
を用いて研究に従事する。主にインドネシア・ジャカルタ都市
圏を対象に、時系列
 の都市の情報基盤構築を行う。ジャカルタ都市圏は、都市
(
コタ：
kota)
でもあり
かつ村落（デサ：
desa ）であるような地域（
Desakota ）が広域都市圏を形成しており、そうした都市構
造が環境への負荷を軽減している可能性がある。都市の中の「隠された智恵」を古地図や地理情報をもとに明らかにする研究 行っている。
フィールドぶらり
 ４
 「ザンビア南部」
フィールドでまなぶ・みんなで考えるザンビア南部の農と食と暮らし2
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